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Ｄ Ｓ Ｐ – ８ ０ ０ ４ A / P (  L E D – D M X 制御ユニット )  技 術 資 料 
 

LED の多様化が叫ばれて久しい昨今、とくに制御面での簡略化が切望されております。 

このような状況を鑑み、DSP-8004 は開発されました。  

 

本機は、コンパクトなサイズに４回路（１回路あたり最大出力７Ａ）の調光回路を収めた 

調光ユニットと、独立した電源ユニットから構成されており、各回路ごとに異なる電圧での

使用ができるなど、状況に応じた設置方法が可能となります。 

 

  

 

[ DSP-8004A（調光ユニット）仕様 ] 

 

制御電源入力 ＤＣ１０～６０Ｖ / ０．５A （ＣＨ１電源と共用）  

定格出力 最大７Ａ×４回路 

出力端子 Ｍ３．５ ビス止め 

制御入力信号 ＤＭＸ－５１２ 

制御入出力コネクタ ＲＪ－４５ / 端子台（先バラケーブル） 

調光範囲 0～１００％ 

冷却方式 自然空冷                           *1 

使用温度範囲 －１０℃～７０℃ 

使用湿度範囲 ３５～８５％ＲＨ（結露なきこと） 

使用環境 腐食性ガスのないこと 

外形寸法 Ｗ：200.0 ㎜ Ｄ：105.0 ㎜ Ｈ：75.0 ㎜          *2 

   

*1 動作中は、熱がこもらないように考慮して使用してください。 

*2 突起部品を除いた寸法です。 
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 [ DSP-8004P（電源ユニット）仕様 ] 

 

定格電源 

ＡＣ ８５～２６５Ｖ / ４A （ＤＣ５Ｖ・３００Ｗ） 

ＡＣ ８５～２６５Ｖ / ８A （ＤＣ１２Ｖ・６００Ｗ） 

ＡＣ ８５～２６５Ｖ / ８A （ＤＣ２４Ｖ・６００Ｗ） 

定格周波数 ５０ / ６０Ｈｚ 

定格出力 

６０Ａ / ＤＣ５Ｖ  （３００Ｗ） 

５３Ａ / ＤＣ１２Ｖ （６００Ｗ） 

２７Ａ / ＤＣ２４Ｖ （６００Ｗ））                    *1

出力端子 Ｍ３．５ ビス止め （４系統） 

電源ケーブル ３Ｐ１５Ａ 平行プラグ VCTF1.25 ㎜ケーブル 

冷却方式 強制空冷                            *2

使用温度範囲 －１０℃～７０℃ 

使用湿度範囲 ３５～８５％ＲＨ（結露なきこと） 

使用環境 腐食性ガスのないこと 

外形寸法 
Ｗ：120.0（170.0）㎜ Ｄ：250.0 ㎜  Ｈ：90.0 ㎜        

（付属マウント金具取付時）                   *3

 

*1 表記以外の電源の場合はお問い合わせください。 

*2 動作中は、冷却ファンの吸気口・排気口をふさぐことのないように

設置して使用してください。 

*3 突起部品を除いた寸法です。 
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［ 各部の名称及び機能 ］ 

 

◆ ＤＳＰ－８００４Ａ 
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①  入出力端子台 → 電源／ＬＥＤのケーブルを接続する端子台です。 

     

② ＤＭＸ入力コネクタ → ＤＭＸ信号の入力コネクタです。（ＲＪ－４５） 

 

③ ＤＭＸ出力コネクタ   → ＤＭＸ信号のスルーアウトコネクタです。（ＲＪ－４５） 

 

④ ＤＭＸ入出力端子台 → ＤＭＸケーブル用端子台です。（先バラケーブル使用） 

また、ＤＭＸ終端用の端子があります。 

 

⑤ ＤＭＸアドレス設定スイッチ → 本機のＤＭＸ信号・スタートアドレスを設定するスイッチです。 

 

⑥  ヒートシンク  → 熱がこもらないように配慮して設置してください。 

 

⑦  取付孔  → 本機の固定用孔です。（２－φ５） 
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◆ ＤＳＰ－８００４P 
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①  電源スイッチ → 電源をＯＮ/ＯＦＦするスイッチです。 

 

②  出力端子台   → ＤＣ電源の出力端子台です。（４系統） 

 

③  ヒューズホルダー   → 本機の電源保護用です。 

 

④  電源ケーブル → ＡＣ１００Ｖのコンセントに接続します。 

 

⑤  吸気口 → ふさがないように配慮して設置してください。 

 

⑥  電源表示灯  → 本機の電源がＯＮになっている時に点灯します。 

 

⑦  排気孔  → ふさがないように配慮して設置してください。 

 

⑧  取付孔  → 本機の固定用孔です。（４－φ６） 

 

⑨  固定用金具  → 本機の固定用金具です。 
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◆ ＤＳＰ－８００４ 調光基板 
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◇ ＣＮ１・ＣＮ２ ＤＭＸ－５１２ 入出力コネクタ 

 

No. ピ ン ア サ イ ン No. ピ ン ア サ イ ン 

１ ＤＡＴＡ（－） ５ 未使用 

２ ＤＡＴＡ（＋） ６ Ｇ Ｎ Ｄ 

３ Ｇ Ｎ Ｄ ７    未使用 

４    未使用 ８    未使用 

 

◇ ＤＭＸ－５１２ 入出力端子台 

 

No. ピ ン ア サ イ ン No. ピ ン ア サ イ ン 

１   Ｇ Ｎ Ｄ   入力 ５   ＤＡＴＡ（－） 出力 

２   ＤＡＴＡ（－） 入力 ６   ＤＡＴＡ（＋） 出力 

３   ＤＡＴＡ（＋） 入力 ７   終端端子 

４   Ｇ Ｎ Ｄ   出力 ８   終端端子 

＊ 出力（ＣＮ２を含む）を使用しない場合は、７－８を短絡してください。 
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◇ ＣＮ３ 外部アドレススイッチコネクタ 

 

No. ピ ン ア サ イ ン No. ピ ン ア サ イ ン 

１ ＤＭＸ ＬＥＤ（Ａ） ６ Ｄ３ 

２     〃   （Ｋ） ７ 桁１００ 

３ Ｄ０ ８ 桁１０ 

４ Ｄ１ ９ 桁１ 

５ Ｄ２ １０ 未使用 

＊ 外部アドレススイッチを使用する場合は、基板のアドレススイッチを 

全桁 ０にしてください。 

 

◇ ディップスイッチ 設定表 

 

No. ＯＦＦ ＯＮ 

１ 未使用 未使用 

２ 未使用 未使用 

３ 未使用 未使用 

４ 未受信時消灯 未受信時最終点灯保持 

 

◇ 入出力端子台 

 

No. ピ ン ア サ イ ン No. ピ ン ア サ イ ン 

１ 電源入力（＋） ＣＨ１ ９ 電源入力（＋） ＣＨ３ 

２   〃   （－） ＣＨ１ １０   〃   （－） ＣＨ３ 

３ ＬＥＤ出力（Ａ） ＣＨ１ １１ ＬＥＤ出力（Ａ） ＣＨ３ 

４   〃   （Ｋ） ＣＨ１ １２   〃   （Ｋ） ＣＨ３ 

５ 電源入力（＋） ＣＨ２ １３ 電源入力（＋） ＣＨ４ 

６   〃   （－） ＣＨ２ １４   〃   （－） ＣＨ４ 

７ ＬＥＤ出力（Ａ） ＣＨ２ １５ ＬＥＤ出力（Ａ） ＣＨ４ 

８   〃   （Ｋ） ＣＨ２ １６   〃   （Ｋ） ＣＨ４ 

 

 

＊ ＣＮ４・ＣＮ５・ＣＮ６は使用しません 
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［ 接続方法 ］ 

 

◆ ＤＭＸ－５１２信号接続方法 

 

  ２芯シールドケーブルを用いて、入出力コネクタにＲＪ－４５を使用して接続するか、 

 先バラケーブルで端子台に接続します。このとき、コネクタと端子台を両方同時に使用 

しないで下さい。 

  また、出力を使用しない場合は、端子台の終端端子間を短絡してください。 

 

 

◆ アドレス設定 

 

基板上のアドレススイッチで本機のスタートアドレスを設定します。（００１～５１２が 

使用できます。） モニターＬＥＤは、受信が正常に行われていないときに点滅し、正常に 

受信すると点灯になります。 

本機はテストモードとして、アドレスの設定で以下の動作をすることができます。 

 

９００： ＣＨ１からＣＨ４まで順次フェードイン/フェードアウト 

９０１： ＣＨ１ フェードイン/フェードアウト 

  ９０２： ＣＨ２ フェードイン/フェードアウト 

９０３： ＣＨ３ フェードイン/フェードアウト 

９０４： ＣＨ４ フェードイン/フェードアウト 

 

このとき、モニターＬＥＤは速い点滅表示になります。  

 

 

◆ ディップスイッチ設定 

 

基板上のディップスイッチ（Ｎｏ．４）で本機の動作モードを設定します。 

 

ON ： ＤＭＸ信号が切れたときに、全ＣＨとも直前の点灯レベルを保持します。 

OFF： ＤＭＸ信号が切れたときに、全ＣＨとも消灯します。（出荷時） 
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◆ ＤＳＰ－８００４Ａ / ８００４Ｐの使用方法 

 

① ８００４Ｐ の出力端子台と ８００４Ａ の入出力端子台の電源端子間を、電流値に 

適したサイズの電線で接続します。 

４つのチャンネルはそれぞれ独立していますので、電源電圧が異なっても使用する 

ことができます。  

（ ８００４Ａ の制御電源はＣＨ１の電源と共有しています。ＣＨ１の電源は必ず接続 

してください。) 

 

② 負荷ＬＥＤのケーブルを ８００４Ａ の入出力端子台に接続します。このとき負荷側の

アノード、カソードを間違えないようにしてください。 

 

③ ＤＭＸケーブルを接続し、スタートアドレスを設定します。 

 

④ ８００４Ｐ の電源プラグをＡＣ１００Ｖのコンセントに挿し、電源スイッチを入れます。 

 

⑤ ＤＭＸコントロール機器で調光を行ないます。 

 

⑥ 使用中は、各ユニットの放熱に注意してください。 
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［ 外観図 ］ 

 

◆ ＤＳＰ－８００４Ａ  
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◆ ＤＳＰ－８００４P  

 

 


